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3 コグニティブ・マッパーなる語は、ディシジョン・メーカーにかわるマネジャーの新しい役割を含意す
ることを企図した本稿著者の造語である。 
4 『エクセレント・カンパニー』の原題は「In Search of Excellence」であり、まさしく卓越性の探求と
いうことである。 





































                                                  
6 詳細については遠田(2005)を参照されたい。 


































                                                  
8 詳細については Weick(1995)を参照されたい。 
9 互解(mutual sense)とは相互理解のことで、『組織の複数の個人の私見が主として私的なコミュニケーシ
ョンたとえば会話を通して共有された理解で、いってみれば、“仲間内の共有意味世界”あるいは“サブカ



































                                                  
10 遠田(2005) 32 ページ。 
11 詳細については遠田(2006)を参照されたい。 
12 March & Olsen(1976)［同訳書 30 ページ］ 



























                                                  
14 Weick(1985)［同訳書 143 ページ］ 










ピレネーの地図であった。』(Weick1995)［同訳書 74 ページ］ 
彼（ら）はそれをピレネーの地図とラベリングしたわけだが、それは古いという以上に間違ったラベ
リングであった。それでも帰営できたのである。 




































                                                  
17 Weick(1980) p.20 




































                                                  
19 『AERA』10 ページ。 




































                                                  
21 Weick(1980) pp.19-20 








































































                                                  
23 Drucker(1992)［同訳書 420～421 ページ］ 

















































































































                                                  






















                                                  
28 http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%83%8F:Janus-Vatican.JPG より転載。 



























                                                  
30 http://www.ironhorse129.com/Prototype/MasonBogie/mason_janus_0660.htm より転載。 










































































                                                  



































                                                  
33 Weick(1983) p.49 




































                                                  
35 より詳細については、拙稿(2005)を参照されたい。 





2003 年 5 月 26 日号、8～15 ページ。 
 
Ancona，D．，Malone，T．W．，Orlikowski，W．J．，Senge，P．M．(2007)．「In Praise 
of the Incomplete Leader」.『HARVARD BUSINESS REVIEW』，Feb．2007，pp.92-100． 
［『「分散型リーダーシップのすすめ 完全なるリーダーはいらない」』、「Harvard Business 
Review」、2007 年 9 月、46～61 ページ］ 
 
Daft，R．L．，&Weick，K．E．(1984)．「Toward a Model of Organizations as Interpretation 











遠田雄志、『組織を変える＜常識＞ 適応モデルで診断する』、中公新書、2005 年 
 





Mintzberg，H．（Harvard Business Review（ed．）（2007））．「Henry Mintzberg on 








Weick，K．E．（1979）．「The Social Psychology of Organizing」（2ed．）．McGraw－Hill． 
「遠田雄志訳、『組織化の社会心理学（第２版）』、文眞堂、1997 年」 
 
Weick，K．E．（1980）. 「The Management of Eloquence」.『Exective』，6（3），pp.18-21． 
 
Weick，K．E．（1983）．「Misconceptions About Managerial Productivity」．『BUSINESS 
HORIZONS』，Vol．26，No4（Jul./Aug.），pp.47-52，Indiana University Graduate School 
of Business． 
 
Weick，K．E．（1985）．「Sources of Order in Underorganized Systems: Themes in Recent 
Organizational Theory」．In Y．S．Lincoln（Ed．），『Organizational Theory and Inquiry: 
The Paradigm Revolution（pp.106－136）』．Beverly Hills，CA：Sage． 
［寺本義也・神田良・小林一・岸眞理子訳、『組織理論のパラダイム革命』、白桃書房、1990
年 所収 第 4 章「不完全な組織化システムにおける秩序の源泉：最近の組織理論の主要研
究テーマ」（115～153 ページ）］ 
 




Weick，K．E．（2003）（A Conversation with Celebrated Psychologist Karl E．Weick by 
Diane L．Coutu）．「Sense and Reliability」．『HARVARD BUSINESS REVIEW』，Apr．
2003，pp.84-90． 
［『危機管理の落とし穴 「不測の事態」の心理学』、「Harvard Business Review」、2003





Barnard，C．I．（1938）．「The Functions of the executive」．Harvard Univerisity Press． 
［山本安二郎・田杉競・飯野春樹訳、『新訳 経営者の役割』、ダイヤモンド社、1989 年（新







補遺―』、「経営志林 第 43 巻 2 号」、法政大学、2006 年 7 月、121～130 ページ 
 
松本久良、『再考・戦略的意思決定論～組織の適応理論を中心として～』、「産能短期大学 紀
要 第 38 号」、産能短期大学、2005 年 6 月、45～60 ページ 
 
『アンサンブルを紡ぎ出す「共生感」 僕は人間関係を指揮する』、「Harvard business 
Review」、2004 年 12 月、60～66 ページ 
 




Seifter，H．，&Economy，P．「Leadership Ensemble Lessons in Collaborative from the 




Simon，H．A．「Administrative Behavior，3rd Edition A Study of Decision-Making 














































The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 
    〒 102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 
     TEL:  03(3264)9420 FAX: 03(3264)4690  
URL: http: / /www.hosei .ac. jp/ fu j imi/r i im/  
E -mai l :  cb i r@adm.hose i .ac . jp 
 
                                 禁無断転載 
Hosei University Repository
